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φ｢金色の小さき鳥の形して銀杏散るなり

夕日の丘に｣の季節となりましたが,いかがおすご

しでしょうか.

銀杏の葉は三畳紀の頃は切れ込みが多く,時代を

経て現在のような扇形の美しい葉になったとのこと

です.同じ時代の地層からゴキブリの羽の化石も発

見されていますが,長い間,植物化石として考えら

れてきたそうです.

命地質関連の数値シミュレｰションは他の分野に比

べて遅れているとのことですが,発展させるために

は地質現象の詳細な観察が必要であるような気がし

ます.

φ四年に一度の万国地質学会議が今年は北京で開

催され,日本からも多くの人が参加しました.今後,

中国大陸の地質巡検の記事が紹介されると思いま

すのでご期待ください.

φGPSは位置決定には非常に便利な機械で,地質

屋にとって不可欠な道具になってきています.ルｰ

トマップも関心さえ持てば簡単に作れる時代になっ

たのでしょうか.昔気質の地質屋としては少し寂し

い気もしますが､これも技術の進歩でしょう.

ψ日本の地質学の黎明期には外国人の指導を受け

たことは事実です.鉱山開発はフランス人のコワニ

エの指導によってなされたとのことです.我々の伸

閥も彼等と同じ様な立場で外国に行っていますが､

その足跡が語り継がれるような国際協力であればと

思います.

命アフリカでは鉱山地震という現象があり,国際共

同研究が実施されているとのことです.日本の炭鉱

では｢やまはね｣･という現象がありましたが原理は似

たようなものでしょうか.

φさて,今月号は地下生問利用のためのコンピュｰ

タによる数値解析関連の記事を除けば外国シリｰズ

の紙面構成となりました.この理由は,海外に共同

研究に行く地質調査所の研究者が近年特に増加し,

海外情報が多数投稿されたためです.環境問題に

おきましても,昔は,公害研究がありまして日本で起

こっていることを中心に研究していたのですが,現

在では地球全体の環境を考えなければならなくなっ

てきています.我々の思考の中で地球が小さくなっ

てきています.ふた昔前は外国に行く人も少なかっ

たようですが,飛行機使用の日常化と日本経済の発

展によって現在ではどなたでも気軽に外国に行ける

ようになり,活躍の場が広くなりました.その意味で

は外国の地質関連の事情を細ることも有益かと思い

ますので,ご一読ください.

(有田正史)
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